
６月定例会　コロナ感染症対策予算を追加補正
議員５名が一般質問
　①田中議員　新型コロナウイルス感染症の拡大が
　　　　　　　教育に及ぼす影響について
　②上地議員　新型コロナウイルス感染症の流行に
　　　　　　　よる福祉事業所の影響について ほか
　③三條議員　感染症対策の現状と課題について ほか
　④原本議員　気象情報の提供について
　⑤後藤議員　マイナンバーカードについて
所管事務調査を行いました
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議
会
だ
よ
り

　短くも美しい大空町
の夏景色。
　来年は、新型コロナ
ウイルスの流行が収束
し、めまんべつ観光夏
まつりやノンキーラン
ドふるさとまつりが開
催されることを期待し
ます。

OZORA
GIKAI DAYORI



一般会計2億2,951万円追加補正 総額109億3,660万円に
６月定例会６月定例会

令和2年令和2年

６月18日～19日６月18日～19日

大空町議会６月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予算、 人事案件、物品の購入や条例制定、議会側議
案を審議しました。
大空町議会６月定例会は、令和２年度一般会計などの補正予算、 人事案件、物品の購入や条例制定、議会側議
案を審議しました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に

　
　
　
１
億
６
，
６
７
９
万
４
，
０
０
０
円 

令和２年度

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
下
に
あ
る
の
か
。

町
長

　
　
　
北
海
道
が
国
民
健
康

保
険
会
計
を
運
営
し
、

大
空
町
に
お
け
る
納
付
額
が

示
さ
れ
ま
す
。
限
度
額
に
つ

い
て
は
、
国
の
限
度
額
改
定

を
踏
襲
し
、
町
国
保
運
営
協

議
会
に
諮
っ
た
う
え
で
改
定

し
て
い
る
状
況
で
す
。

各
会
計
補
正
予
算

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
誘
致
企
業
対
策
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
大
空
町
誘
致
企
業
等

経
営
持
続
発
展
応
援

金
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

総
務
課
参
事

　
　
　
資
本
金
１
億
円
を
超

え
る
誘
致
企
業
等
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
経
済
対
策
事
業三

條
議
員　

Ｑ
　
　
　
大
空
町
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
補
助
金

の
内
容
を
伺
い
た
い
。

産
業
課
長

　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
第

１
弾
と
同
じ
25
％
で
、

額
面
５
０
０
円
の
商
品
券
１

万
２
，
５
０
０
円
分
を
１
万

円
で
３
，
３
２
０
セ
ッ
ト
を

販
売
す
る
も
の
で
す
。
７
月

５
日
に
販
売
し
、
有
効
期
限

は
９
月
30
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

人
事
案
件

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期

（
３
年
間
）
が
、
令
和
２
年

７
月
19
日
で
満
了
す
る
た
め
、

24
人
の
任
命
に
つ
い
て
、
同

意
し
ま
し
た
。

物
品
の
購
入

　
計
量
法
で
８
年
ご
と
の
更

新
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

上
下
水
道
使
用
料
金
の
算
定

を
す
る
た
め
の
水
道
メ
ー
タ

ー
器
（
計
５
５
１
台
）、
除

雪
体
制
の
維
持
や
道
路
交
通

網
確
保
の
た
め
の
除
雪
ド
ー

ザ
（
13
ｔ
級
）
を
購
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

取
替
工
事
は
、
別
に

発
注
す
る
の
か
。

建
設

課
長

　
　
　
物
品
の
納
品
に
併
せ

て
、
別
に
設
置
工
事

を
発
注
予
定
で
す
。

工
事
請
負
契
約

　
開
陽
中
央
線
改
良
工
事
、

総
合
支
所
耐
震
補
強
・
改
修

工
事
の
契
約
締
結
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
な

ど
３
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
限
度
額
を
引
き

対
し
、
将
来
に
わ
た
る
経
営

持
続
の
た
め
、
さ
ら
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後

に
お
け
る
発
展
の
た
め
、
応

援
金
を
交
付
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
お
よ

び
外
出
支
援
タ
ク
シ

ー
借
上
料
は
、
現
行
の
用
途

と
同
じ
解
釈
で
よ
い
か
伺
う
。

福
祉
課

参
事

　
　
　
75
歳
以
上
の
高
齢
者

お
よ
び
重
度
心
身
障

が
い
者
の
方
に
対
し
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
多
人
数
が
密
閉
空

間
で
利
用
す
る
公
共
交
通
機

関
で
は
な
く
、
タ
ク
シ
ー
で

安
心
し
て
移
動
が
で
き
る
よ

う
、
令
和
２
年
度
に
限
り
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
５
枚
、
外

出
支
援
タ
ク
シ
ー
券
３
枚
を

追
加
で
交
付
し
ま
す
。

畑
作
構
造
転
換
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
事
業
内
容
を
詳
し
く

説
明
願
い
た
い
。

産
業
課
長

　
　
　
新
技
術
の
導
入
、
輪

作
体
系
の
適
正
化
な

ど
、
先
進
的
な
生
産
技
術
や

作
業
体
系
の
導
入
に
向
け
た

取
り
組
み
を
総
合
的
に
支
援

す
る
も
の
で
す
。

高
校
魅
力
化
推
進
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
事
業
内
容
を
詳
し
く

説
明
願
い
た
い
。
ま

た
、
高
校
新
設
に
係
る
経
費

は
、
ト
ー
タ
ル
で
こ
れ
く
ら

い
に
な
る
と
い
う
も
の
を
整

理
し
て
、
住
民
に
も
示
す
べ

き
だ
と
思
う
が
。

高
校
・
認
定
こ
ど
も
園

推
進
室
参
事

　
　
　
　
　
　
来
年
４
月
の

大
空
高
校
開

校
準
備
の
た
め
、
高
校
Ｐ
Ｒ

経
費
、
校
名
や
校
章
の
取
替

工
事
、
校
印
や
校
旗
な
ど
を

準
備
す
る
経
費
を
予
算
化
し

て
い
ま
す
。

高
校
・
認
定
こ
ど
も
園

推
進
室
長

　
　
　
　
　
　
経
費
は
現
在

積
算
中
で
す
。

今
年
度
中
に
概
要
を
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

財
産
の
取
得

　
平
成
25
年
度
に
構
築
し
今

年
で
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
、

平
成
21
年
・
24
年
度
に
整
備

し
年
数
が
経
過
し
た
東
藻
琴

高
等
学
校
教
育
用
端
末
を
更

新
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
取
得
の
方
法
が
北
海

道
市
町
村
備
荒
資
金

組
合
防
災
資
機
材
譲
渡
事
業

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事

業
の
概
要
を
伺
い
た
い
。

総
務

課
長

　
　
　
備
荒
資
金
組
合
で
は
、

災
害
に
よ
る
減
収
補

填
や
災
害
応
急
復
旧
事
業
の

費
用
に
充
て
る
積
立
、
貸
付

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
資
機
材
譲
渡
事
業
は
、

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
、

パ
ソ
コ
ン
の
購
入
、
車
両
の

整
備
等
に
係
る
事
業
と
し
て

設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

改修中の東藻琴総合支所

追加交付されるタクシー券

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
並
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
方
や
並
ん
で
も
売

り
切
れ
て
購
入
で
き
な
い
方

が
相
当
数
い
る
。

　
商
工
業
者
の
た
め
に
も
な

り
、
か
つ
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
不
公
平
感
を
抱
か
れ
な
い

方
法
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

産
業
課
長

　
　
　
商
工
会
と
も
相
談
し
、

可
能
な
方
法
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
條
委
員　

Ｑ
　
　
　
１
人
５
セ
ッ
ト
購
入

す
る
と
６
６
４
人
分

の
み
と
な
る
。
住
民
の
目
線

で
見
て
公
平
か
ど
う
か
検
証

し
な
が
ら
の
事
業
展
開
を
望

み
た
い
。

産
業
課
長

　
　
　
第
１
弾
で
は
１
，
２

０
０
セ
ッ
ト
が
30
分

足
ら
ず
で
販
売
終
了
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
３
倍
弱
の
セ

ッ
ト
数
を
販
売
し
ま
す
。
商

工
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め

の
販
売
で
あ
り
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

盛況だったプレミアム商品券（第２弾）販売会場

新型コロナウイルス感染症対策予算（６月定例会追加分）
○新型コロナウイルス感染症誘致企業対策事業
　・大空町誘致企業等経営持続発展応援金 １,500万円
○高齢者等移動支援事業
　・福祉タクシー、外出支援タクシー借上料　ほか 52８万円
○新型コロナウイルス感染症対策事業
　・公共施設自動水栓化等工事
　・医療機関等支援補助金
　・消耗品費（防護服・衛生消耗品）　ほか

１,500万円
４８0万円
１7６万円

○浄化槽維持管理費助成事業
　・浄化槽維持管理費助成金 5６万円
○新型コロナウイルス感染症経済対策事業
　・乗合バス運行継続協力金
　・芝桜公園環境整備業務委託料
　・飲食店応援商品券事業補助金
　・プレミアム商品券事業補助金
　・商工業持続化支援事業補助金
　・貸切バス事業者緊急支援金
　・宿泊支援事業補助金
　・特産品販売促進事業助成金

１00万円
300万円
１00万円
８00万円
９00万円
335万円
250万円
500万円

○災害対策事務費
　・消耗品費（衛生消耗品・ダンボールベッド） １25万円
○ＧＩＧＡスクール事業
　・情報機器、校内通信ネットワーク整備工事　ほか ８,2１2万円
○新型コロナウイルス感染症困窮学生支援金事業
　・困窮学生支援金 500万円
○東藻琴幼稚園管理費
　・備品購入費（空気清浄機） 75万円
○東藻琴保育園管理運営費
　・備品購入費（空気清浄機） 50万円
○図書館管理費
　・備品購入費（図書消毒機） １９2万円
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我が町政を問う
要
望
意
見
書

　
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
要
望
意

見
書
、
新
た
な
基
本
計
画
に

お
け
る
農
村
振
興
の
強
化
を

求
め
る
要
望
意
見
書
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

債
権
の
放
棄

　
徴
収
停
止
後
１
年
が
経
過

し
、
今
後
も
履
行
が
困
難
と

認
め
ら
れ
た
水
道
料
１
万
５
，

６
６
０
円
の
債
権
を
放
棄
す

る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告

　
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
補
助
金
ほ
か
３
事

業
が
年
度
内
に
完
了
し
な
い

た
め
、
２
億
６
，
４
７
１
万

８
，
０
０
０
円
を
令
和
２
年

度
へ
繰
り
越
し
た
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
現

金
の
出
納
状
況
お
よ
び
基
金

の
状
況
に
つ
い
て
、
検
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

法
人
の
経
営
状
況
報
告

　
め
ま
ん
べ
つ
産
業
開
発
公

社
、
東
藻
琴
芝
桜
公
園
管
理

公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
東
藻
琴
芝
桜
公
園
管

理
公
社
の
令
和
２
年

度
収
支
計
画
に
お
け
る
年
度

末
利
益
が
、
マ
イ
ナ
ス
８
３

３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
事
業
計
画
書
に
は
「
大
空

町
の
特
段
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
の
記
載
が
あ
る

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

総
合
支
所
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
芝
桜
公
園
を
閉
園
と
し

た
こ
と
に
よ
り
、
入
園
料
な

ど
の
収
入
が
見
込
め
な
い
中

で
も
、
維
持
管
理
経
費
は
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
経
費
の
節
減
等
に
よ
る
赤

字
縮
小
に
向
け
た
協
議
を
し

て
い
き
ま
す
が
、
秋
に
は
本

年
度
の
収
支
決
算
見
込
み
が

出
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
結
果
に
よ
り
町
と
し
て

の
対
応
を
考
え
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　　林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める要望意見書（要旨）
●森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山村における雇用の安定化を図るため、森林整備事
業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保すること。
●間伐、植林、種苗生産等を着実に進めるため、「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法」を延長し、同法
に基づく森林整備事業の都道府県・市町村負担分の起債を可能とする地方債の特例措置を継続すること。
●森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長産業化を実現するため、地域の実情を十分に踏まえ、森林整備
から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り組みや森林づくりを担う林業事業体や人材の育成に必要な支援措
置を充実・強化すること。

　新たな基本計画における農村振興の強化を求める要望意見書（要旨）
●農村地域で安心して暮らせる生活環境の整備に向けて、都市部と同等の医療・福祉・教育・雇用・情報通信などに
ついての十分な政策支援を講じること。また、基幹産業である農業への政策として、農地の維持など日本型直接支
払いの拡充・強化や地域社会の維持・活性化に繋がる新たな政策支援を講じること。
●食料安全保障の観点から、新たな基本計画で掲げる食料自給率目標（カロリーベース４５％）が確実に達成できる
よう、農畜産物の市場開放に歯止めをかけるとともに、国内農業の生産並びに農村振興の強化など具体的な施策を
講じること。また、国内農畜産物の再生産に向けた農業経営の安定化・所得補償の充実を図るとともに、災害に強
い農業づくりに向けた十分な財政措置を講じること。
●家族農業や農業法人など多様な農業が共存できる地域政策の充実を図り、次世代を担う新規就農者や後継者などの
育成・確保対策を強化するとともに、農村人口の維持や移住・定住促進に向けた環境整備のための手厚い財政支援
を講じること。

★上記２件の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

採
択

各
会
計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
大
空

町
か
ら
の
休
業
要
請
を
受
け

て
休
業
し
た
施
設
の
事
業
者

に
対
す
る
協
力
金
の
交
付
、

来
客
数
の
減
少
に
よ
り
厳
し

い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る

店
舗
に
対
す
る
家
賃
助
成
が

必
要
と
判
断
し
、
可
決
し
ま

し
た
。

◇
大
空
町
休
業
要
請
協
力
金

�

３
４
０
万
円

◇
大
空
町
商
工
事
業
者
店
舗

家
賃
助
成
金

�

１
，
３
０
０
万
円

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
各
種
支
援
の
対
象
店

舗
数
を
伺
い
た
い
。

産
業

課
長

　
　
　
休
業
要
請
協
力
金
は

１7
店
舗
、
商
工
業
者

店
舗
家
賃
助
成
金
は
１5
店
舗

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正

　
債
権
管
理
条
例
、
奨
学
金

貸
付
条
例
、
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
、
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症経済
対策事業等に 1,669 万円を追加補正

５月21日に開催した第３回臨時会では、補正予算、条例改正の審
議を行いました。

一般会計補
正予算５

月
臨
時
会

採
択

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
学
校
が
長
期
の
休
校

と
な
り
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒
が

い
る
と
考
え
る
が
、
対
応
を

伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
授
業
の
遅
れ
に
よ

る
学
力
の
低
下
な
ど
、
教
育

へ
の
影
響
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
は
、

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
各
学
校
に
お
い
て
、

担
任
や
養
護
教
諭
、
必
要
に

応
じ
て
教
育
相
談
員
や
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
加
わ

り
相
談
に
応
じ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、

夏
休
み
、
冬
休
み
期
間
の
短

縮
に
加
え
、
学
期
間
休
業
期

間
に
お
け
る
登
校
日
の
設
定
、

平
日
の
授
業
時
間
を
拡
大
す

る
こ
と
も
想
定
し
、
授
業
時

間
を
確
保
す
る
方
法
も
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
休
校
期
間
中
は
各

学
校
で
家
庭
学
習
用
の
教
材

を
用
意
し
て
い
ま
し
た
が
、

学
校
で
の
授
業
と
は
異
な
り
、

個
々
に
十
分
な
指
導
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
、
学
習
に

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
は
学
び
を

保
障
す
る
た
め
、
個
々
の
学

習
内
容
の
定
着
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
補
充
授
業
や
補

習
の
実
施
な
ど
可
能
な
限
り

の
措
置
を
講
じ
、
学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
た
各
教
科
の

内
容
を
、
年
度
内
に
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

適
切
な
指
導
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
学
校
再
開
後
の
学
校

生
活
へ
の
対
応
や
給

食
の
取
り
方
に
つ
い
て
の
対

応
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
児
童
生
徒
は
毎
日
登

校
前
に
家
庭
で
検
温

を
行
い
、
学
校
内
で
は
全
員

が
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
を

徹
底
し
、
各
教
室
で
は
距
離

を
と
っ
て
机
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
小
ま
め
な
換
気
を

し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の

下
校
後
に
は
、
教
職
員
が
校

舎
内
の
消
毒
作
業
を
行
う
な

ど
、
北
海
道
教
育
委
員
会
か

ら
示
さ
れ
た
感
染
防
止
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

感
染
防
止
対
策
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
給
食
時
は
、
食
事

前
の
手
洗
い
を
徹
底

し
、
飛
沫
防
止
の
た

め
机
を
向
か
い
合
わ

せ
に
し
な
い
よ
う
に

し
て
、
会
話
も
し
な

い
よ
う
に
指
導
し
て

田
た

中
なか

裕
ひろ

之
ゆき

 議員

い
ま
す
。
配
膳
の
際
も
マ
ス

ク
の
着
用
、
ト
ン
グ
な
ど
は

使
い
回
し
を
し
な
い
よ
う
に

徹
底
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
学
校
祭
や
修
学
旅
行

に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

教
育
長

　
　
　
感
染
防
止
対
策
や
運

営
の
工
夫
を
講
じ
な

が
ら
、
何
と
か
実
現
で
き
る

よ
う
学
校
側
と
協
議
し
、
最

善
の
策
を
導
き
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
今
後
の
部
活
動
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

教
育
長

　
　
　
生
徒
が
密
集
す
る
活

動
が
多
い
部
活
動
は
、

当
面
の
間
は
距
離
を
と
っ
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
に

変
更
し
、
屋
内
で
実
施
す
る

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
ド
ア

や
窓
を
広
く
開
け
て
小
ま
め

な
換
気
を
行
う
な
ど
、
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
必
要
な

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
今
後
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
３
波
、
第

４
波
が
起
き
る
可
能
性
も
あ

り
、
再
度
の
臨
時
休
校
も
考

え
ら
れ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
遠
隔
授
業
を
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

教
育
長

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実

に
よ
る
教
育
へ
の
効

果
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
た
め

に
は
、
家
庭
で
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
や
毎
月
の
通
信
費

用
な
ど
課
題
も
多
く
、
す
ぐ

に
取
り
組
む
に
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
休
校
期
間
中
に

中
学
校
や
高
校
で
は
、
ズ
ー

ム
と
い
う
会
議
用
の
ア
プ
リ

を
使
い
、
教
育
相
談
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
学
習
指
導
な
ど

を
試
行
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
あ
る

ツ
ー
ル
な
ど
を
上
手
く
活
用

し
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
を
進
め
、
万
が
一
、
臨
時

休
校
な
ど
の
状
況
が
発
生
し

た
際
に
は
、
い
ろ
い
ろ
知
恵

を
絞
り
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般
質問

放課後に消毒作業を行う教職員

　感染防止に向け、毎日
子どもたちのために頑
張ってくれている先生
方に感謝申し上げます。

長
期
休
校
に
よ
る

　
教
育
へ
の
影
響
は

教
育
長
▼
学
習
の
遅
れ
を
補
う
た
め
の

　
　
　
　
可
能
な
限
り
の
措
置
を
講
じ
る

45 大空町議会だより　第57号（令和２年８月）大空町議会だより　第57号（令和２年８月）



我が町政を問う

議会広報モニターを募集します
任　　期　　２年間（最初のモニター会議から）
募集人数　　５人
役　　割　　議会広報活動への意見などを議会広報モニ

ター連絡会議（年２回予定）の場において提
案いただきます。

謝　　礼　　大空町商工会商品券
　　　　　　（会議参加１回につき 2,500 円）
応募方法　　様式は問いません。「応募の動機」「氏名」「住所」

「生年月日」「電話番号」を記入の上、郵送・
FAX・持参により応募ください。

応 募 先　　大空町議会事務局
　　　　　　住所：大空町女満別西 3条 4丁目 1番 1号
　　　　　　電話：0152-74-2111（内線 265・266）
　　　　　　FAX：0152-74-2191
応募締切　　令和 2年 9月 30日（水）まで

問
　
　
　
全
国
介
護
事
業
者
連

盟
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
福
祉
事
業
所

の
影
響
を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
中

心
に
広
が
っ
た
利
用
自
粛
や

自
主
休
業
の
影
響
が
伺
え
、

ま
た
経
営
課
題
を
尋
ね
る
自

由
記
述
で
は
、
利
用
者
の
減

少
に
伴
う
売
上
げ
の
減
少
や

衛
生
用
品
な
ど
の
価
格
高
騰

に
よ
る
経
費
の
増
加
な
ど
を

訴
え
る
も
の
が
多
く
、
自
己

資
金
の
枯
渇
、
資
金
繰
り
へ

の
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
調

査
で
は
、
全
国
の
障
が
い
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お

い
て
は
、
35
の
都
道
府
県
で

合
わ
せ
て
８
９
１
事
業
所
が

休
業
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

経
営
悪
化
で
撤
退
す
る
福
祉

事
業
所
も
出
は
じ
め
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
、

大
空
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た

の
か
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
４
月
１６
日
に
全
国
を

対
象
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
せ
ら
れ
、
厚
生
労
働

省
の
発
表
で
は
４
月
20
日
時

点
で
通
所
、
短
期
入
所
系
サ

ー
ビ
ス
事
業
で
感
染
防
止
の

た
め
の
自
主
的
な
休
業
を
さ

れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
町
内
の
福
祉
事
業
所
は
、

町
職
員
の
感
染
が
確
認
さ
れ

た
後
の
一
部
の
期
間
を
除
い

て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
期
間

中
に
お
い
て
も
、
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
な
が
ら
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
継
続
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。

　
一
時
期
、
や
む
を
得
ず
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
休
止
さ
れ

た
期
間
は
、
生
活
に
支
障
が

生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
方
に

つ
い
て
は
、
保
健
師
が
対
応

し
た
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
家
族
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
対
応
さ
れ
た
と
い
う

お
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
ス

ト
レ
ス
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

例
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

今
後
は
こ
う
い
っ
た
場
合
の

心
身
の
ケ
ア
な
ど
も
必
要
だ

と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
経
営
の
視
点
で
見
ま
す
と
、

サ
ー
ビ
ス
休
止
に
よ
る
減
収

の
ほ
か
、
利
用
者
側
の
利
用

手
控
え
に
よ
る
減
収
と
い
う

こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
。
取
り
急
ぎ
の
支
援

と
し
て
、
本
定
例
会
で
医
療
、

福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
補
助

金
制
度
に
関
す
る
予
算
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
金
繰
り
対
策
と

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

し
て
、
補
助
金
や
委
託
料
の

早
期
支
払
い
に
も
対
応
し
て

い
る
ほ
か
、
国
や
北
海
道
の

制
度
の
活
用
も
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

福
祉

課
長

　
　
　
北
海
道
独
自
の
緊
急

事
態
宣
言
等
を
受
け
、

女
満
別
地
区
の
事
業
所
で
は
、

施
設
に
短
期
宿
泊
す
る
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
一
時
休
止
、

日
帰
り
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は

時
間
を
短
縮
し

て
実
施
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
町

内
で
の
感
染
確

認
の
発
表
を
受

け
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
お
よ

び
自
宅
を
訪
問

し
て
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
す
べ
て
休
止
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
上
の

感
染
拡
大
は
な
い
と
判
断
し

た
６
月
８
日
か
ら
は
、
通
常

ど
お
り
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
で
実
施
を
さ
れ
て
い

る
通
所
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
デ
イ
ケ
ア
は
、

道
の
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
町
内
の

　
福
祉
事
業
所
の
影
響
は

町
長
▼
影
響
も
課
題
も
あ
る
の
で
、

　
　
　
今
後
に
向
け
検
討
し
た
い

お
よ
び
町
内
感
染
確
認
後
の

間
、
時
間
を
短
縮
し
て
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

　
東
藻
琴
地
区
は
、
道
の
緊

急
事
態
宣
言
後
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
時
間
を
短
縮
し
て
実

施
し
、
政
府
緊
急
事
態
宣
言

で
再
び
時
間
短
縮
と
な
り
ま

し
た
。

　
い
ず
れ
の
事
業
所
も
、
施

設
内
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
に

大
変
苦
労
さ
れ
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
な
っ
て
い
た
だ
け
た
と

い
う
状
況
で
す
。

問
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
休
業
し

た
場
合
、
利
用
者
の

身
体
機
能
低
下
、
精
神
疾
患

の
発
症
や
認
知
症
の
進
行
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
全

国
的
に
も
起
き
て
い
る
。

　
場
合
に
よ
り
支
援
が
必
要

な
方
も
い
る
が
、
ど
う
対
応

さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

ドリーム苑利用者による記念植樹

一般
質問

　福祉の現場と子育て
世代の視点で質問をさ
せていただきました。
　これからもご指導い
ただきますようお願い
致します。

福
祉

課
長

　
　
　

２
週
間
サ
ー
ビ
ス
が

停
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ど
う
し
て
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
、
入
浴
介
助

の
必
要
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
家
族
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
対
応
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

家
族
の
ス
ト
レ
ス
や
本
人
の

負
担
等
を
考
慮
し
、
こ
う
し

た
と
こ
ろ
は
、
今
後
に
向
け

大
き
な
課
題
を
い
た
だ
い
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
第
２
波
、
第
３
波
を

恐
れ
て
の
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
控
え
が
、
今
後
長
期

に
わ
た
っ
て
起
き
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
対
策
と
い
う
の

は
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
先
続
く

も
の
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
介
護
施
設
だ
け

に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
対
策
が

必
要
に
な
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

降
の
方
に
つ
い
て
１
人
あ
た

り
３
万
円
が
支
給
さ
れ
る
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
交
付

金
な
ど
、
い
ず
れ
も
国
の
制

度
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い

っ
た
も
の
で
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
経
済
対
策
を
優

先
に
講
じ
て
き
ま
し
た
の
で
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
家
庭

的
経
済
支
援
に
つ
い
て
は
、

現
状
十
分
な
対
策
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

問
　
　
　
未
曾
有
の
危
機
だ
か

ら
こ
そ
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
今
後
、
子
ど
も
た
ち

に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
か
、
も
う

一
度
考
え
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
国
や
都
道
府
県
か
ら
緊

急
事
態
が
宣
言
さ
れ
、
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
大
空
町

に
お
い
て
も
学
校
や
保
育
園
、

幼
稚
園
が
長
期
の
休
校
、
休

園
と
な
り
、
多
く
の
保
護
者

の
方
は
子
ど
も
を
自
宅
で
見

る
た
め
仕
事
に
影
響
が
出
た

り
、
給
食
が
な
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
家
で
飲
食
す
る
機

会
も
増
え
、
家
計
の
負
担
も

増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　
ま
た
、
勉
強
の
遅
れ
な
ど

を
心
配
し
て
、
市
販
の
教
材

や
通
信
教
育
な
ど
の
出
費
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
家
庭
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
家
計
の
負
担

が
増
し
て
い
る
子
育
て
世
帯

に
対
し
、
町
と
し
て
何
か
支

援
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け

る
家
庭
へ
の
支
援
と

し
て
、
１
人
あ
た
り
１0
万
円

が
給
付
さ
れ
る
特
別
定
額
給

付
金
、
児
童
手
当
を
受
給
す

る
世
帯
の
子
ど
も
１
人
あ
た

り
１
万
円
を
支
給
す
る
子
育

て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
、

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
方

へ
１
世
帯
５
万
円
、
２
子
以コロナに負けない元気な子ども達

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る

　
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
は

町
長
▼
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が

　
　
　
必
要
か
検
討
し
た
い
　
　

議会インターネット中継・
録画映像のお知らせ
　議会の情報公開を進めるため、
審議状況をインターネット上で
ライブ映像、録画映像を配信して
います。
　傍聴に行けない方など、ご家庭
のパソコン、スマートフォン、タ
ブレット等でご覧いただけます。
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我が町政を問う

問
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
現

状
と
課
題
、
今
後
想
定
さ
れ

る
経
済
対
策
、
雇
用
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
本
部

は
現
在
ま
で
１7
回
開
催
し
、

町
民
へ
の
協
力
要
請
と
し
て

は
本
部
会
議
で
の
検
討
を
踏

ま
え
、
公
共
施
設
の
取
り
扱

い
、
相
談
窓
口
の
周
知
、
日

常
生
活
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
、
町
の
広
報
紙
や
新
聞

折
込
み
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応

は
、
都
道
府
県
が
主
体
的
に

担
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
で
の
感
染
確
認
の
事
例
へ

の
対
応
を
振
り
返
る
と
、
町

が
具
体
的
に
動
か
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
こ
と
を
身
を
持

っ
て
感
じ
ま
し
た
。

　
経
済
対
策
と
し
て
は
、
中

小
企
業
振
興
資
金
の
拡
充
、

飲
食
店
応
援
商
品
券
事
業
や

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
へ

の
補
助
、
商
工
業
事
業
者
の

持
続
化
支
援
事
業
補
助
金
、

特
別
定
額
給
付
金
、
休
業
要

請
協
力
金
、
商
工
事
業
者
店

舗
家
賃
助
成
、
今
定
例
会
で

は
誘
致
企
業
に
対
す
る
経
営

持
続
化
発
展
応
援
金
、
飲
食

店
応
援
商
品
券
と
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
第
２
弾
分
、
宿

泊
支
援
事
業
助
成
金
、
特
産

品
販
売
促
進
事
業
の
助
成
金
、

乗
合
バ
ス
運
行
継
続
協
力
金
、

貸
切
バ
ス
事
業
者
に
対
す
る

緊
急
支
援
金
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
対
策
と
し
て
、

バ
ス
事
業
者
に
芝
桜
公
園
の

環
境
整
備
を
委
託
す
る
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
状
況
は
長
引

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
商
工
事
業
者
の
経
営
状

況
を
十
分
注
視
し
な
が
ら
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
町
内
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
雇

い
止
め
や
解
雇
な
ど
、
雇
用

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き

て
い
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
を
予
定
し
て
い

る
が
、
公
平
性
の
確
保
は
検

証
さ
れ
て
い
る
の
か
。
町
民

に
公
平
に
行
き
渡
る
か
と
い

う
と
全
く
手
が
届
か
な
い
、

及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
雇
い
止
め
な
ど
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
把

握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
町
で

は
３
月
に
公
共
工
事
の
工
期

延
長
や
前
払
金
の
拡
充
を
行

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
や
事
業
受
託
者
、

各
種
団
体
な
ど
に
対
す
る
委

託
料
や
補
助
金
の
支
払
い
に

お
い
て
、
柔
軟
に
対
応
す
る

と
と
も
に
早
期
の
支
払
い
を

行
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
指
定
管
理
施
設

が
閉
館
と
な
っ
て
も
、
雇
い

止
め
に
よ
り
雇
用
を
抑
制
す

る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

指
定
管
理
料
を
削
減
す
る
こ

と
な
く
業
務
を
行
な
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
公
平
の
観
点
と
し
て
、
一

律
に
す
べ
て
の
方
に
給
付
す

る
と
い
う
の
は
、
公
平
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
状
況
下
で
は
、
皆
さ
ん

が
大
変
な
状
況
に
あ
り
、
皆

さ
ん
が
少
し
ず
つ
我
慢
を
し

た
り
、
負
担
を
し
た
り
し
て
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
経
営
的
に
も
生
活
的
に

も
困
窮
を
さ
れ
て
い
る
方
を
、

で
き
る
だ
け
広
範
囲
に
拾
い

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

子
ど
も
の
罹
患
が
多
い
感
染

症
の
実
態
と
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
感
染
症
の
予
防
は
、

自
ら
対
応
で
き
な
い
高
齢
者

感
染
症
対
策
の

　
公
平
性
の
確
保
は

町
長
▼
一
律
給
付
よ
り
困
窮
さ
れ
て

　
　
　
い
る
方
に

が
相
当
数
い
る
と
思
う
。
も

う
一
度
点
検
し
、
１
人
で
も

多
く
の
町
民
の
健
康
と
命
を

守
る
よ
う
努
め
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

町
長

　
　
　
町
で
は
、
法
に
基
づ

く
定
期
接
種
の
勧
奨

に
加
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

お
た
ふ
く
風
邪
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

罹
り
や
す
い
感
染
症
の
予
防

接
種
費
用
の
助
成
、
新
生
児

訪
問
や
乳
幼
児
健
診
時
の
個

別
対
応
、
そ
の
ほ
か
健
康
講

話
な
ど
の
機
会
に
予
防
接
種

の
勧
奨
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
な

ど
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
助
成
制
度
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
町
民
皆
さ

ん
方
へ
の
周
知
方
法
は
、
改

善
の
余
地
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
工
夫
を
凝
ら

し
迅
速
な
周
知
に
努
め
ま
す
。

一般
質問

　皆様の声を少しでも
伝えたくて質問させて
いただきました。
　課題はたくさんあり
ます。ご意見をお寄せ
ください。

問
　
　
　
女
満
別
湖
畔
で
進
め

ら
れ
て
い
る
河
川
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
に

あ
た
り
、
大
雨
の
際
に
は
水

に
浸
か
る
場
所
に
設
置
す
る

こ
と
に
疑
問
を
持
た
れ
る
方

が
相
当
数
い
る
が
、
設
置
場

所
を
決
め
た
経
過
を
伺
い
た

い
。

町
長

　
　
　
平
成
27
年
１0
月
、
2８

年
８
月
に
大
雨
被
害

が
当
町
で
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
災
害
時
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
体
制
の
整
備
が
急
務

と
な
り
、
平
成
30
年
３
月
、

北
海
道
開
発
局
と
大
空
町
で

大
空
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
整
備
す
る
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
災
害
に
迅
速
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
に

設
置
さ
れ
ま
す
。
湖
畔
周
辺

で
の
災
害
時
の
拠
点
施
設
整

問
　
　
　
指
定
管
理
者
制
度
の

現
状
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間

能
力
の
活
用
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
メ
ル
ヘ
ン
公
園

な
ど
多
く
の
施
設
が
指
定
管

理
さ
れ
て
い
る
が
、
退
職
に

よ
る
補
充
が
で
き
ず
、
現
場

を
熟
知
す
る
職
員
が
減
少
す

る
な
ど
、
管
理
面
で
影
響
が

出
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
。

町
長

　
　
　
大
空
町
で
は
平
成
１８

年
か
ら
制
度
を
導
入

し
、
現
在
１９
施
設
で
適
用
し

て
い
ま
す
。
別
途
組
織
し
た

選
定
委
員
会
で
選
定
し
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を

導
入
し
て
管
理
の
状
況
評
価

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
一
部
を
除
く
指
定

管
理
者
は
、
町
の
関
連
団
体
、

第
三
セ
ク
タ
ー
、
法
人
格
を

有
す
る
方
々
で
、
指
定
管
理

備
を
国
に
対
し
お
願
い
を
し

て
き
た
経
過
が
あ
り
、
湖
畔

に
ま
と
ま
っ
た
用
地
が
あ
っ

た
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
建
設
地
は
確
か
に
浸
水
想

定
区
域
で
あ
る
た
め
、
活
動

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
し

っ
か
り
と
盛
土
を
行
い
、
排

水
対
策
も
講
じ
て
整
備
を
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

料
は
公
募
時
に
金
額
を
提
案

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

企
業
の
皆
さ
ん
、
民
間
の
方

々
の
ご
努
力
に
よ
り
節
減
が

図
ら
れ
る
期
待
も
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

人
材
の
確
保
は
大
変
難
し
い

課
題
で
あ
り
、
十
分
配
慮
し
、

財
源
な
ど
に
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
、
一
緒
に
な
っ
て
継

続
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま

す
。

問
　
　
　
ど
の
よ
う
な
施
設
の

活
用
方
法
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
整
備
の
進
捗
状
況
、

町
と
国
の
経
費
負
担
割
合
を

伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
水
害
対
策

の
た
め
に
土
砂
な
ど
の
緊
急

用
資
機
材
の
備
蓄
、
災
害
対

策
車
両
の
配
置
、
作
業
ス
ペ

ー
ス
を
有
す
る
活
動
の
拠
点
、

ま
た
復
旧
作
業
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
が
、
平
常
時
に

は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
会
議
、
研
修
な
ど
で
の

活
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
は
、

国
に
よ
る
用
地
の
取
得
が
完

了
し
、
実
施
に
向
け
た
設
計

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
隣
接
す
る
用
地
を
町
が
取

得
し
、
駐
車
場
と
し
て
利
用

で
き
る
環
境
も
確
保
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備

　
多
く
の
町
民
の
意
見
を

町
長
▼
広
く
皆
さ
ん
に
お
諮
り
し
、
計
画
を
詰
め
る

現
場
を
熟
知
す
る
職
員
が

　
減
少
し
て
い
る
の
で
は

町
長
▼
人
材
の
確
保
は

　
　
　
難
し
い
課
題

議会による中央病院での感染症対策聞き取り調査

河川防災ステーション建設予定地

指定管理者施設の「ひがしもこと乳酪館」

　
今
後
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
方
に
も
説
明
を
行
い
、
早

け
れ
ば
今
年
の
９
月
か
ら
地

盤
の
安
定
を
図
る
た
め
の
盛

土
を
行
い
、
令
和
４
年
度
に

建
物
の
建
設
に
着
手
し
、
令

和
５
年
度
中
の
完
成
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
現
状
で
は
、
概
算
の
総
事

業
費
は
約
１2
億
円
と
考
え
て

お
り
、
こ
の
う
ち
町
の
負
担

分
は
２
億
７
千
万
円
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
中
身
が
完
全
に
固
ま

っ
て
か
ら
周
知
す
る

の
で
は
な
く
、
少
し
で
も
多

く
の
町
民
の
意
見
を
計
画
の

中
に
取
り
入
れ
な
が
ら
事
業

を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
関
係
す
る
方
、
町
民
、

広
く
皆
さ
ん
方
に
お

諮
り
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
詳

細
を
詰
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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我が町政を問う

問
　
　
　
一
昨
年
、
東
藻
琴
大

進
と
末
広
の
気
象
観

測
地
点
の
整
理
に
よ
り
気
象

デ
ー
タ
の
提
供
が
中
止
さ
れ
、

そ
の
１
年
前
に
は
女
満
別
地

区
も
同
様
に
整
理
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
至

っ
た
経
緯
を
確
認
し
た
い
。

　
そ
の
結
果
、
町
内
で
気
象

デ
ー
タ
、
特
に
降
水
量
、
気

温
、
風
速
、
日
照
時
間
な
ど

が
得
ら
れ
る
地
点
が
現
在
い

く
つ
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
近
年
、
異
常
気
象
が
多
く

な
り
つ
つ
あ
り
、
平
成
27
年
、

28
年
に
は
当
町
で
も
、
か
つ

て
な
い
豪
雨
被
害
が
あ
っ
た
。

改
め
て
観
測
地
点
を
設
け
、

い
ち
早
い
情
報
の
提
供
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
町
の
気
象
情
報
は
ア

メ
ダ
ス
の
ほ
か
、
独

自
で
マ
メ
ダ
ス
と
呼
ば
れ
る

気
象
観
測
所
を
６
か
所
設
置

し
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
気

象
情
報
を
提
供
し
て
い
た
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

日
本
気
象
協
会
に
委
託
し
、

年
間
２
０
０
万
円
程
度
の
保

守
管
理
料
を
支
払
い
な
が
ら

運
営
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
老
朽
化
や
故
障
に
よ
り
機

器
の
更
新
が
必
要
な
状
況
と

な
り
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の

普
及
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

気
象
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
入
手

で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
を

含
め
て
農
協
と
協
議
を
行
い
、

町
と
し
て
気
象
観
測
所
を
設

置
す
る
時
代
は
終
え
た
と
判

断
し
、
平
成
2９
年
度
を
も
っ

て
女
満
別
地
区
の
４
地
点
、

30
年
度
を
も
っ
て
東
藻
琴
地

区
の
２
地
点
の
観
測
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
ア
メ
ダ
ス
の
観
測

地
点
は
女
満
別
空
港
、
東
藻

琴
市
街
、
東
藻
琴
山
園
の
３

地
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
国
や
北
海
道
の
河
川
の

防
災
情
報
観
測
地
点
が
女
満

別
の
本
郷
、
東
藻
琴
の
上
東

の
２
地
点
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
女
満
別
空
港
以
外
の

地
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
降

水
量
の
み
の
観
測
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
近
は
さ
ま
ざ
ま
高
度
化

さ
れ
た
農
業
技
術
が
あ
り
ま

原
はら

本
もと

哲
てつ

己
み

 議員

す
。
農
業
者
や
農
協
の
皆
さ

ん
が
必
要
と
さ
れ
、
設
置
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

各
種
補
助
事
業
を
活
用
し
て

の
支
援
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
発
生
す
る
運
営
経

費
に
つ
い
て
の
協
議
は
、
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
気
象
情
報
を
送
る
、
集

め
る
方
法
は
簡
素
化
さ
れ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
気

象
ロ
ボ
ッ
ト
な
る
観
測
機
は

比
較
的
安
価
に
提
供
さ
れ
て

い
る
の
で
、
数
か
所
の
観
測

地
点
を
設
置
し
、
広
範
囲
に

地
点
の
情
報
を
得
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
、
情

報
の
共
有
化
が
得
ら
れ
る
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
整
備
さ

れ
る
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
も
、
そ
う
し
た
情
報
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
町
の
中
心
的
な
産
業

は
農
業
で
あ
り
、
町

と
し
て
お
手
伝
い
で
き
る
と

こ
ろ
、
ま
た
ご
支
援
が
で
き

る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
考
え

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
に
関
連
し
、
国
と
し

て
観
測
地
点
の
整
備
が
可
能

な
の
か
探
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
整
備
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
農
業
分

野
と
連
携
し
デ
ー
タ
を
共
有

し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ

る
の
だ
と
す
れ
ば
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
こ
の
気
象
デ
ー
タ
は

農
業
が
一
番
使
う
と

思
う
の
で
、
農
協
、
関
係
機

関
と
協
議
し
、
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
農
業
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
に
も
、
議
会
の

中
で
ご
提
案
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
申
し
添
え
な
が
ら
、

協
議
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

東藻琴市街地のアメダス観測設備

一般
質問

昨日の大雨はどこで何
ミリかな？

問
　
　
　
仕
事
の
計

画
を
立
て

た
り
、
集
団
作
業

を
計
画
す
る
、
ま

た
病
害
虫
発
生
予

測
な
ど
を
行
う
に

は
、
現
時
点
で
の

降
水
量
や
気
温
、

過
去
の
デ
ー
タ
を

確
認
す
る
た
め
、

詳
細
な
気
象
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
　
　
国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
新
た
な
国
民
生
活
・
経
済

政
策
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
を
推

進
し
て
お
り
、
安
全
安
心
で

利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
社

会
を
早
期
に
実
現
す
る
観
点

か
ら
、
令
和
３
年
３
月
よ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
開

始
、
令
和
４
年
度
中
に
は
概

ね
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
の

利
用
環
境
の
整
備
を
目
指
し
、

ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
す
る

こ
と
を
想
定
し
、
普
及
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
年
９
月
か
ら
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
が
25
％
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
に
よ
る
消
費
活
性
化

策
が
は
じ
ま
る
予
定
で
あ
り
、

申
請
が
急
速
に
拡
大
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
大
空

町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
状
況
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

氏
名
、
住
所
、
性
別
、

生
年
月
日
の
４
情
報
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、
対
象
と
し

て
い
る
分
野
は
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
に
限
定
さ
れ
、

企
業
が
社
会
保
障
分
野
と
税

分
野
で
の
活
用
を
図
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
大
空
町
の
交
付
は
６
０
４

枚
で
、
人
口
に
対
し
て
８
．

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
が
進
ん
で
い
な
い
理
由

と
し
て
、
取
得
の
手
間
と
利

便
性
の
低
さ
と
い
う
も
の
が

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
者
の
内
訳
は
、

男
性
が
６
割
、
女
性
が
４
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
特
別
定
額
給
付
金
に
お
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
申
請
が
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
ケ
月

で
27
人
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
６0
歳
以
上
の
方
の
申
請
が

多
い
理
由
と
し
て
、
運
転
免

許
証
を
返
納
し
た
場
合
な
ど
、

１
点
の
提
示
で
身
分
を
証
明

で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

問
　
　
　
国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

を
促
進
し
て
い
る
が
、
町
と

し
て
何
か
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

町
長

　
　
　
他
の
市
町
村
で
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種

証
明
書
の
交
付
や
、
図
書
館

の
利
用
者
カ
ー
ド
と
し
て
活

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
大
空
町
で
は
具
体

的
な
検
討
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
活
用
方
法
や
投
資
に
見

合
う
だ
け
の
利
活
用
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
も
課
題
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
町
と
し
て
は
取
得

の
勧
奨
を
し
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
独
自
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
た
め
に
も
、
今
回

の
国
の
取
り
組
み
に
沿
っ
て

取
得
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
９
月
か
ら
は
じ
ま
る

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に

対
し
て
の
手
続
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
予
約
支
援
（
マ
イ
キ

ー
Ｉ
Ｄ
設
定
支
援
）
業
務
を

行
う
予
定
は
あ
る
の
か
伺
い

た
い
。

町
長

　
　
　
こ
の
機
会
に
町
も
、

今
月
中
に
ス
ポ
ッ
ト

を
作
り
、
交
付
手
続
を
お
手

伝
い
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

　
促
進
に
つ
い
て
の
考
え
は

町
長
▼
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
た
め

　
　
　
に
も
普
及
を
進
め
た
い

一般
質問

マイナポイントとは

一口
　メモ

　マイナポイントは、キャッシュレス決済を利用した消費者に対して国から付与
されるポイントで、申請にはマイナンバーカードとマイキーＩＤが必要です。 
　還元率は、チャージまたは決済によって25％、上限5,000円分の
マイナポイントが支給されることが決まっており、令和２年９月から
令和３年３月末まで期間限定の施策となります。
【詳細は右のＱＲコードからアクセスしてください】

気
象
観
測
地
点
復
活
を

町
長
▼
農
業
関
係
団
体
と
協
議
し
て

　
　
　
ま
い
り
た
い

　マイナポイントを
使って、町の事業者の
皆さんを応援しましょ
う！！

戸籍窓口に設置された手続きスポット

年度別交付人数
平成27年度 2１８人
平成2８年度 200人
平成2９年度 55人
平成30年度 2６人
令和元年度 7８人
令和２年度※ 27人

※５月末時点

年代別交付率
１0歳未満 １.0%
１0代 3.６%
20代 ６.0%
30代 ６.3%
４0代 ８.６%
50代 １６.7%
６0歳以上 57.８%

マイナンバーカード交付状況（大空町）
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～総務厚生・産業建設文教　両常任委員会で「所管　事務調査」を実施しました～
まちの将来を見据えて 議会でチェック！

しょうしょう らいらい みみ すす
　７月21日に産業建設文教常任委員会、
22日に総務厚生常任委員会が、それぞれ
所管する事務の中から今チェックするべ
き施設等を調査しました。その内容につ
いて、主なものをお知らせいたします。

Ｑ　所管事務調査とは？　議会が自主的に常任委員会で所管する事務を取り上げ、積極的に調査するもの。委 員の認識や理解を深め、専門的審査を高めるために行います。

①管理運営の状況及び次期施設整備に向けた進捗状況について
　〔一般廃棄物最終処分場〕
・減量化と併せて周辺環境整備も行き届いており、延命化を図ってい
る姿勢を感じたが、埋立地の残余量を考えると、次期処分場の整備
にあたっては他自治体との広域化も含め、早急な結論が必要である
と確認した。

②新型コロナウイルス感染防止対策の取り組みについて
　〔女満別中央病院〕
・限られた人員の中で通常業務に加え感染症対策として、来院者全員
の体調管理の実施、発生した場合の対応について確認した。

・今後さらに関係機関との連携など、きめ細やかな対応が必要である
と確認した。

③新型コロナウイルス感染防止対策の取り組みについて
　〔女満別福祉会・東藻琴福祉会〕
・集団感染を防ぐ意味から在宅事業を中止や縮小するなど、職員にも
相当のストレス、緊張感がある中、利用者の生命を守ることを最優
先として運営していることを確認した。

・課題として、経営的なこと、職員のケア、備品等の対策について、
注視していく必要がある。

④管理運営の状況について〔一般廃棄物焼却処理施設〕
・今後の課題として、持ち込みされている書類等が資源物ではなく、
焼却ゴミとしての取り扱いが妥当なのか検討を要する。

⑤移住・定住支援の取り組み状況について〔移住・定住支援室〕
・難しい課題であることから適時状況を伝えてもらい、委員会として
もオール大空町として、取り組みがスムーズに進められるよう協力
していく必要がある。

総務厚生常任委員会総務厚生常任委員会

①施設整備及び管理運営の状況について〔本郷排水機場〕
・整備が行なわれ機能が向上した排水機場の状況、併設の太陽光発電
パネルの運用状況を確認した。

②大規模改修後の状況について〔女満別中学校〕
・改修された校舎や体育館を視察し、完了状況を確認した。
③今後の整備計画について〔町道開陽中央線〕
・令和５年度まで計画されている２期工事の概要および今年度の工事
箇所について確認した。

④新型コロナウイルス感染防止対策の取り組みと利用状況について
　〔道の駅メルヘンの丘めまんべつ、メルヘンぴっと、道の駅ノンキー
ランドひがしもこと〕
・感染防止のため「新北海道スタイル」安心宣言に基づいた運営が行
なわれていることを確認した。
・コロナ禍での施設利用者数についての説明を受けた。
⑤施設改修後の状況及び多目的・コミュニティスペースの利用状況につ
いて〔商工会東藻琴支所〕
・商工会支所としての利用状況を確認した。多目的・コミュニティス
ペースの利用が少ないため、有効活用されることを期待する。

⑥公園管理の状況について〔ひがしもこと芝桜公園〕
・開園できなかった中での環境整備状況について説明を受けた。
・イチゴ栽培の終了にあたり、温室の現状について確認した。
⑦大規模改修後の状況及び新型コロナウイルス感染防止対策の取り組み
と利用状況について〔ひがしもこと乳酪館〕
・改修工事後の施設の状況、感染防止のため「新北海道スタイル」安
心宣言に基づいた運営が行なわれていることを確認した。
・コロナ禍での販売状況を確認した。ふるさと納税返礼品の売上げが
支えとなっているとの説明を受けた。

大規模改修工事が終了した
「女満別中学校」

線形改良により急カーブが緩和される
「町道開陽中央線」

支配人による感染防止対策の説明
「道の駅ノンキーランドひがしもこと」

埋立地の残余量が心配される
「一般廃棄物最終処分場」

❶

❸

❹

❺

❷

❸

❹

❻

施設長による感染防止対策の説明
「女満別福祉会」

計画的な修繕を実施している
「一般廃棄物焼却処理施設」

今後の取組みが期待される
移住・定住支援対策除草作業中の「ひがしもこと芝桜公園」

近藤議長 沢出委員長上地副委員長松田委員 品田委員 三條委員田中副委員長
近藤議長

齋藤委員
深川委員原本委員長

松岡委員 後藤委員

産業建設文教常任委員会産業建設文教常任委員会
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Voice声町民の

居酒屋 和 助
焼き鳥・牛タン・魚介類・地酒・本格焼酎

大空町女満別西１条４丁目１-９
☎ ０１５２-７７-３２３０

　17:00-22:00 　 毎週日・月曜日

※安心して営業する為、店内混雑時入店を制限する場合がございます。
　ご不便をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

網走で30年営業し昨年閉店しましたが、この度、女満別にて営業を
再開することとなりました。
年齢的にも厳しいですが、もう少し頑張って皆様に美味しい物を提供
したいと思っています。

営 休
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）
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私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　弊社では、建設事業のほかに不動産事業も営ん
でおり、私も不動産のお問い合わせに対応させて
いただいています。お問い合わせいただく方の年
齢層は、子育て世代から移住希望のシニア世代ま
で様々です。
　大空町は、住み替えの助成や医療支援、子育て
支援など助成制度が手厚く、私のような子育て世
代にも嬉しい制度がたくさんあります。このよう
な各世代への行政の後押しは、不動産の売買・賃
貸が活発化する要因だと思います。

　一方で、私は「町の賑わい」も不動産の活発化
に繋がると思っています。賑わいの感じ方は人そ
れぞれかと思いますが、仮に雇用や社会環境など
条件が同じ町なら、誰でも「閉鎖的で面白みのな
い町」より、「開放的でわくわくする町」に住みた
いと思うのではないでしょうか。大空町の事業者
として、町民として「町の賑わい」のために何が
できるか、他人任せにせず、良いまちづくりに携
わることができればと考えています。

河
かわ

　西
にし

　大
ひろ

　輝
き

 さん
（株式会社河西組　取締役常務）

不動産が活発な

大空八景

　大空八景の最後は「住吉高台からの眺望」です。のどかな田
園風景が楽しめます。（後藤撮影）

まちづくりを

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

議会だより「おおぞら」
  第57号
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※民間事業者からの有料広告を掲載しています。
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